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ギンイチモンジセセリを記録

三河地方のギンイチモンジセセリ Leptalina 

un如olor BREMER et GREY の記録につい

ては散在的に採集されているが， 北設楽郡につ

いては広い空白地帯がある。 筆者は北設楽郡の

豊根村で採集目撃の経験があるので報告する。

(I) 採集地：愛知県北設楽郡豊根村苺平橋付近

採集日：1974年6月1日 (1含）

当地域の道路脇：こあるヨモギ群落

の葉上を弱々しく舞っている所を

採集した。午後4時も過ぎていた

し， その場所はすでに日陰であっ

た。 採集したのは羽化直後の新鮮

な個体である。

(II) 採集地：愛知県北設楽郡豊根村葦平
採集日：1974年6月9日 (1.!jl) 

当地域の畑に生えている雑草の花に

飛来した所を採集した。 晴れの良

天で午前10時頃だったと思う。 飛
び占してはいるが翅に破損はなく

ほぼ完全な個体である。

(lll) 採集地：愛知県北設楽郡豊根村茶臼山

採集日：1974年6月26日 (1 !jl) 

茶臼山中腹(1,000 >n当り）の道

路脇の草花から舞い上がった所を

採集した。 得た個体は飛び古して

はいるがほぼ完全なものである。

また， 場所を同じくして1頭9を

目撃した。

村 松 津葉沙

（上）含， 1-VI-1974, 牽平橋産，
（中）'f, 9-VI-1974， 産平産；
（下）,;, 26 -VI-1974, 茶臼山産。
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豊根村における

ミスジチョウの産地

村 松 津葉沙

愛知県のミスジチョウ Neptis philyra 

MENETRIES の産地は， 知多郡内海町， 南

設楽郡作手村， 設楽町段戸裏谷などが知られ個

体数共に決して多くは採集されていない。

ところで筆者は1974年に豊根村華平で調査を

していた折に本種を採集した。

また， 年を同じくして桜ケ丘高校生物部員が

合宿をかねて豊根村に来られた。 そして同クラ

プのメンバーの一 人である小島清司氏も採集さ

れたそうである。

以下に豊根村におするミスジチ ョ ウの産地並

びに採集デ ー タを報告する。

(I) 採集地：愛知県北設楽郡豊根村坂宇場葺平

採渠日： 1切4年6月8日 (1含）
II 

II 

II

 

II

6月18日 (1含）
6月19日 （1含）

II II 6月22日 (1含）

採集者：村松津葉沙（所蔵）

(II) 採集地；愛知県北設楽郡豊根村坂宇場日余

沢

採集日：1'5/4年7月27日 (1'?-) 
II 1974年7月29日 (1'?-)

採集者：小島清司

＾ 

H本ケ塚山の

コメッキムシ 12 種

愛知県北設楽郡富山村の日本ケ塚山(1, 107 

m)は， 静岡県と長野県との県境に近い位置に

あって， 飯田線大嵐駅下車， 富山村の漆島部落

の手前より渓谷にそって登山道が開かれている。

しかし， 交通が不便なためか， 県下でも最も

昆虫調査のおくれている所である。

筆者は， 1974年6月16日に三河生物同好会の

調査に同行し， 当山において4時間ほど採集で

きたので， そのとき得られたコメッキムシにつ

いて報告する。
当日の調査にお世話になった恒川， 宗川の両

先生， 採集に協力頂いた松野氏， 棟本を同定し

て頂いた大平先生に心から感謝の意を表する。

採集品目録

(I) Adelocera fuliginosus (Candeze) 

ホソサビキコリ 1 ex. 

山 崎 隆 弘

(2) Agrypnus binodulus binodulus

(Motschulsky) 
ヘ

サビキコリ 1 ex. 

(3) Gambrinus rufipennis (Lewis) 

ハネアカカネコメッキ 1 ex. 

(4) Ampedus rufipes (Lewis)
アカアシクロコメッキ 2 exs.

(5) Pse叫elater carbunculus (Lewis)
ヒメクロコメッキ 1 ex. 

(6) Vuilletus viridis viridis (Lewis) 
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ミドリヒメコメッキ 1 ex.

(7) Melanotus restrictus Candeze 

オオクロクシコメッキ 1 ex. 

(8) Melanotus japonicus Ohira 

ハネナガオオクシコメッキ 2 exs. 

(9) Melanotus koikei Kishii et Ohira

ヒラタクシコメッキ 1 ex.

(1() Melanotus senilis Candeze, 
クロクシコメッキ 1 ex. 

(II) D比ronychus nothus(『 Candeze:)

オオハナコメッキ 1 ex. 

⑫ Paracardiophorus pullatus (Candeze)
コハナコメッキ 2 exs. 

 

三ケ根山のコメッキムシ

三河湾国定公園内にある三ケ根山(320 m) 
は， ありふれた山のためか昆虫相の調査はあま
りなされていないが， 三河湾を眺めることがで

き， 行楽に訪れる人は多い。

私は， 1974年5月12日に， この山で採集を試

み， 若干種のコメッキムシを採集したので． こ

こに報告しておきたいと思う。 なお， 採集に協

力して頂いた伴憲隆， 照井正康の両氏， 同定の

お世話になった大平仁夫博士に対して心からお

礼申し上げる。 また， 以下に記す和名は， 大平

先生の「日本のコメッキムシ」によった。

山 崎 隆 弘

ホ ‘ノサビキコリ， サビキコリ， ヒゲコメッキ，

ヒメシモフリヒラタコメッキ， チャバネシモフ

リヒラタコメッキ， キバネホソコメッキ， ミド

リヒメコメッキ， ヒラタクシコメッキ， アカア

シオオクシコメッキ， クロクシコメッキ， コガ

タクシコメッキ， コハナコメッキ。

 

オオキンカメムシを

蒲郡市清田町枯木地内のミカン畑で， ミカン

の木の葉裏に静止している本種を1頭採集した

ので報告する。

本種は美しい大型のカメムシで， 愛知県では，
渥美半島や安城市内などで採集されているが，
蒲郡市では最初の記録で， オオッノカメムシの

蒲郡市で採集

伴 憲 隆

分布とともに， 地域的に興味ある分布と思われ

る。

採集日は1974年12月26日である。 標本は筆者

が保管している。
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宮路山でアカスジキン
カメムシを採集

山 崎 隆 弘

筆者ぱ，1974年5月26日に宮路山の長沢登山
道で， アカスジキンカメムシを1頭採集した。

また， 7月に照井正康氏もl頭採集されている

ので， ここに報告する。

東海地方でぱ， 三重県の藤原岳が個体数も多
くてよく知られている。 三河地方では， 本宮山，
作手高原， 猿投山(1974年6月1日に伴憲隆氏
が1頭採集）等で採集されているが， 個体数は
少ないようである。 今回の宮路山のような低山
地で採集されたことは， 大変興味深いことであ
る。

 

私 と 昆 虫

ーその8-

私は時々自分の過去をふり返ってみるが， そ

の出来事の多くは何らかの形で昆虫とのつなが
りのあることに気づく。 昆虫の世界に足を入れ

る直接の動機となったのは， 小学校4年生の春

当時中学3年生だった姉から与えられた一 冊の

昆虫図鑑（保育社）であった。 その当時は昆虫

の中でも蝶などは関心はなく， ハ チとかセミの

方が身近かに感じられ， 夢中になって追い求め

た。 特に岡崎市内の正満寺ではじめて発見した
セイボウのあの青緑色の金属光沢は今なお強く ・

印象に残っている。 そのため． 中学時代までは
セイポウやスズメパチの仲間を求めて近くの野

山を駆けながら自然と大いに遊んだ。

小学校以来， 現在まで勉強嫌いで通して来た
私にとってスズメバチの採集とかアゲ ハ チョウ

（当時遊び仲間から毒チョウといわれ， 嫌われ

ていた）の吸水をじっと眺めることは唯一の勉

強の場であり， 同時に私の昆虫への情熱をいっ

久 永 和 彦

そう駆りたてる大きな出来事となった。
特に， スズメパチの採集では “ 怖いもの知ら

ず ” で軒下に群がるハチを「 一綱打尽」の勢い

で立ち向うあの気道は今では想像もつかないが，

当時を再現するかのように 一 昨年の夏， 安城農

林高校の足助の演習林実習の際， 大¥なキイロ

スズメパチの巣を口径4牙1l/,のネットに入れるの

に失敗し， ハ チの大群におそわれたが生徒の機

転で危＜難を逃れた苦い経験もあった。 今なお，

ハチヘの情然は失なわないが， なぜか縁遠いも

のとなってしまった。

高校時代は昆虫に関して全く空日の時代とな

った。 夜間高校に通学して時間的余裕に欠けて

いたという理由も成り立つが， 自分の怠慢でも

ある。 しかし， 小学校以来からの昆虫への潜在

的意識は強く， それが 一気に具体化したのは3

年目の夏の頃であった。 その頃ひそかに大学進

学を志し， 自分の好きな分野に進もうと決めて

いたので， 岡崎のある古本屋で小山長雄先生の

「昆虫の実験」（陸水社）を睛入してからは今

まで心の中にあった昆虫への情熱が再燃したの

である。 大平先生のお名前をはじめて知ったこ

とや， 教育大学の第1回の昆虫展が岡崎のオカ

ダヤで開かれたのもこの頃であった。

このように私は不思議と昆虫の書物との出会

いが多い。 今では明治時代の古いものから最新

刊まで200冊ほどの蔵書があり， 昆虫棟本の少

ない私にとってこの蔵書の増えるのが楽しみの

一つとなっている。

昭和45年4月， 念顧であった教育大学の大平

先生の研究室に入学し， 昆虫への愛着とその生

命の神秘さにますます心を打たれるのである。

 

ヘ


